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　ミツカン水の文化センターは、2022年
４月23日（土）、24日（日）に熊本市で開催
された「第4回アジア・太平洋水サミット」
の現地展示会ブースに出展しました。
　ブースでは「水に感謝し、水の大切さを
伝える」という当センターの活動内容を、
2021年～2022年に発行した機関誌『水
の文化』の特集を例に、壁面全体を使って
紹介しました。
　来場者からは「なぜ水サミットにミツカ
ンが出展しているのかと思ったが、説明を
聞いてよくわかった」「20年以上も活動を
続けていることがすばらしい。もっと多く
の人に知らせてほしい」「機関誌を職場で
読んでいるが、ミツカンの活動とは知らな
かった」などの声をいただきました。来場
者に加えて、他の出展者とも交流を深める

ことができ、充実した2日間となりました。
　現地展示会のブースデザインにあたり
写真をご提供いただいた皆さまに、この場
をお借りして厚く御礼申し上げます。
　今後も当センターは、ミツカングループ
が「水」の恩恵を受け、「水」によって育てら
れてきたことへの感謝を忘れずに、未来へ
向けて「水」の大切さを伝えることによって、

「人と社会と地球の健康」の実現に貢献し
てまいります。

『水の文化』52号の記事に誤記がありましたのでお知らせいた
します。

　ｐ45「天竜川流域の地図」における佐久間ダムの位置
　　誤）秋葉ダムを佐久間ダムとして記載
　　正）佐久間ダムを正しい位置（上流側）に移動

すでにお手元に届いている読者の皆さまに訂正してお詫びいた
します。ホームページには訂正した地図を掲載しておりますので、
正しい地図は以下のリンクよりご確認いただけますと幸いです。

　機関誌『水の文化』の連載「Go! 
Go! 109水系」でおなじみの坂本
貴啓さん。2021年10月から東京
大学 地域未来社会連携研究機構
の特任助教として「北陸サテライ
ト」（石川県白山市）に着任。調査・研
究活動はもちろんのこと、さまざま
な人や団体を巻き込んだかわまち
づくりやワークショップなどに取り
組んでいます。
　連載「食の風土記」の取材後、
編集部は坂本さんが暮らす白峰集
落に向かい、築100年超の古民家
を活用した北陸サテライト「ライン
館」を訪問。このネーミングは、明
治時代初期にドイツから来日して

白山信仰をはじめとする当地の自
然・文化を調査した地理学者、ヨハ
ネス・ユストゥス・ライン博士にち
なんだものだそうです。
　坂本さんはライン館を開放して、
地元の人たちと情報交換する「ラ
イン館茶話会」、白峰集落を舞台と
する卒論に取り組む大学生たちと
の「ライン館ゼミ」などオープンサ
テライト化を推進。また、白山麓に
ある国土交通省や環境省、林野庁
などの国機関に白山市、区長会な
どが加わり、交流や連携を深める

「ライン会議」にも取り組んでいま
す。坂本さんの今後の活躍に期待
しています。

機関誌『水の文化』制作について
　ミツカン水の文化センターで発行しております機関誌『水の文化』71号につきましては、感染防止対策を徹底して取材活動を
行ないました。また、取材先の皆さまには、顔写真撮影に関してマスクを外していただくなどのご協力をお願いしました。この場
をお借りして厚く御礼申し上げます。72号以降も感染防止対策を徹底したうえで、機関誌『水の文化』を制作してまいります。

センター活動報告

機関誌『水の文化』52号に関する
訂正とお詫び

「北陸サテライト」の坂本貴啓さんを訪問

展示会

機関誌『水の文化』連載 「Go! Go! 109水系」

「第4回アジア・太平洋水サミット」に出展
「水に感謝し、水の大切さを伝える」活動を熊本から世界に発信！

現地展示会のブースデザイン

「第4回アジア・太平洋水サミット」の現地展示会ブース
で来場者に説明するセンタースタッフ

ライン館で自習する大学生たち（左）。白峰集落に溶け込んでいる坂本貴啓さん（右）
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第71号
ホームページアドレス

https://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写転売

『水の文化』71号のアンケートにご協力く
ださい。機関誌『水の文化』をより充実した
ものにするため参考とさせていただきます。

回答はこちらから

取材で巡った南西諸島のお土産を
抽選で6名の読者に差し上げます。
当センターHPの「お問い合わせ」か
らご応募ください。ご希望の商品
番号と送付先住所を最下部の「お
問い合わせ内容」にご記入ください。

※ご意見は71号のアンケートよりお寄せくだ
さい。右記の二次元コードからアクセスで
きます

70号のアンケートでは皆さまよりさまざ
まな情報をお寄せいただきました。その情
報をもとに72号の連載「食の風土記」では

「えご」を取材する予定です。お楽しみに！ 
さらなる情報提供もお待ちしております。

・	新潟県の中・上越地方～長野県北部を中心に「えご」という海藻を行事の際などに加工して食べる習慣があります。ぜひ取材してください
・	琵琶湖周辺「水の国近江」の郷土料理「鮒ずし、鴨鍋、鯖そうめん」の特集紹介を！・	数年前、三次のワニ料理を初めて食べて感動！ そこでいただいた鮎寿司も美味でしたので取り上げてください

〈アンケートより一部抜粋〉

①屋久杉の箸＆箸置き

②大島紬のキーリング

3名
3名

https://www.mizu.gr.jp/form71.html

皆さまからの感想、
情報をお待ちしています ！

南西諸島のお土産をプレゼント！

アンケートから「食の風土記」取材決定！

アンケート用紙をお持ちの方は
下記へご返信ください。

ＦＡＸ：03（6784）3056
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ホームページ問い合わせ欄
https://www.mizu.gr.jp/customer/group/mizu.html


